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はしがき
脳の機能障害は早期の正確な診断とそれに基づく迅速な処置が必須であることはいうま
でもない。この目的に大がかりな装置を必要としない脳機能計測法が待望されている。し
かし、核磁気共鳴画像診断法 (MR1)や陽電子断層法 (pE T) をはじめ、今日、人脳
機能が計測できる装置は大がかりで、その計測は簡便には行えない。そこで、可視や近赤
外光など人体には無害な媒体を利用し、脳機能発現の根幹となる組織内酸素の動態が血中
酸素濃度として画像化できる光CT技法の確立が待たれている所以である。人脳ではその
大きさと複雑な形態からくる境界効果や散乱により、脳実質における光量子伝搬は複雑を
きわめ、その上信号強度の減表が甚だしく、高解像度画像の達成には多くの障壁を乗り越
えなければならない。そこで比較的光の散乱が少ない脳表層に限定して、頭部表面に光フ
ァイパーで光源から近赤外光を導き、また脳組織内を透過した光信号は光ファイパーを経
て検出器へと伝送されるシステムでこれらの問題を克服することから、局所の血中酸素濃
度が計測でき、空間分解能にも優れた分光光度計の設計・試作を目指した。
本研究ではペンシノレヴァニア大学、生物物理学科、チャンス教授の研究室おいて開発さ
れた人脳用多チャンネル近赤外分光高度計を利用し、脳内酸素動態を計測した。本装置は
6cmX13cmのスペースに 750と830nmのそれぞれ2対の光源とそれを取り囲
む 13個の検出器から構成され、それぞれの検出器で検出される信号強度から 2波長の吸
光度画像が構築できる。一方、この分光学的手法では酸素しか計測できないため、脳組織
内の代謝過程を無侵襲でモニターできる核磁気共鳴 (NMR)法の併用を試みた。ラット
に虚血の病態モデ、ノレを作成し、核磁気共鳴 (MR)装置による断層画像の撮影から、脳内
代謝産物濃度マップを構築し、病態の進行や回復過程との関連を解明する。さらに、脳局
所におけるグ、ノレコースの取り込みとそれに続く解糖系代謝反応ならびにTCA回路内の回
転速度など細胞内の化学反応過程を 13CによるNMR安定同位体標識を利用して非侵襲的
に解析した。
以上、非侵襲的画像法における最新の電磁分光技術を集積・統合することから、さらに
迅速、簡便でしかも正確に脳機能代謝が計測できる実用的装置の開発が可能なことを示唆
するものであった。最後に、このような研究を可能にした文部省科学研究費補助金の交付
に対し、深く感謝の意を表します。
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玉正智、森川茂慶、犬伏俊郎、古川 顕、山崎道夫、村田喜代史、福
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